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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第58期

第１四半期累計期間
第59期

第１四半期累計期間
第58期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 1,623,084 1,444,765 6,524,025

経常利益 (千円) 384,372 379,396 1,137,198

四半期(当期)純利益 (千円) 269,059 214,954 771,497

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 3,672,275 3,672,275 3,672,275

発行済株式総数 (株) 9,326,460 9,326,460 9,326,460

純資産額 (千円) 16,839,002 13,902,743 13,810,876

総資産額 (千円) 17,930,820 15,457,867 15,291,006

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 28.85 34.39 91.02

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 30.00

自己資本比率 (％) 93.9 89.9 90.3

(注)  １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また当社は、

子会社及び関連会社を一切有しておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による経済活動の停滞から回復基

調にあるものの、欧州金融危機や長期化する円高・株安により国内景気の先行きは不透明な状況で推移

しております。

　このような状況のもと、当社の当第１四半期累計期間における売上実績は、茶エキスにつきましては、ほ

うじ茶エキス・麦茶エキス等が増加したものの、緑茶エキス・紅茶エキスが減少したため、売上高は 797

百万円(対前年同四半期比 4.8％減)となりました。

　粉末天然調味料につきましては、粉末昆布・粉末ソース・粉末椎茸等の主要製品が減少したため、売上

高は 402百万円(同 9.8％減)となりました。

　液体天然調味料につきましては、鰹節エキス・昆布エキス等が減少したため、売上高は 156百万円(同

20.3％減)となりました。

　植物エキスにつきましては、機能性植物エキスが増加したものの、野菜エキス等が減少したため、売上高

は 79百万円(同 36.9％減)となりました。

　粉末酒につきましては、ラムタイプ・清酒タイプ等が減少したため、売上高は 7百万円(同 40.7％減)と

なりました。

　以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は 1,444百万円(同 11.0％減)となり、前年同四半期より

178百万円減少しました。

　損益面につきましては、売上高の減少により営業利益は 191百万円(同 28.5％減)、貸倒引当金戻入額の

計上により経常利益は 379百万円(同 1.3％減)となりました。また、投資有価証券評価損及び法人税等が

増加したため、四半期純利益は 214百万円(同 20.1％減)となりました。

　なお、当社は食品加工事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。
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(２)財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における資産合計は 15,457百万円となり、前事業年度末に比べ 166百万円増

加しました。

　流動資産については 6,180百万円となり、前事業年度末に比べ 333百万円増加しました。主に、売上債権

が 172百万円減少し、現金及び預金や未収入金がそれぞれ 294百万円、164百万円増加したことによりま

す。

　固定資産については 9,277百万円となり、前事業年度末に比べ 166百万円減少しました。主に、有形固定

資産及び投資有価証券がそれぞれ 101百万円、75百万円減少したことによります。

　負債合計は 1,555百万円となり、前事業年度末に比べ 74百万円増加しました。

　流動負債については 1,482百万円となり、前事業年度末に比べ 73百万円増加しました。主に、未払消費

税等が 66百万円減少し、未払法人税等が 118百万円増加したことによります。

　固定負債については 72百万円となり、前事業年度末に比べ 1百万円増加しました。主に、役員退職慰労

引当金が 1百万円増加したことによります。

　純資産合計は 13,902百万円となり、前事業年度末に比べ 91百万円増加しました。主に、配当金の支出に

より 93百万円減少したものの、四半期純利益 214百万円の計上により増加しております。

　
(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(４)研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は 41百万円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　
(５)従業員数

当第１四半期累計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

　
(６)生産、受注及び販売の実績

当第１四半期累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　
(７)主要な設備

当第１四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前事業年度末において計画中であった

主要な設備計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(１) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,000,000

計 27,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,326,460 9,326,460
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数 10株

計 9,326,460 9,326,460 ― ―

　

(２) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(３) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(４) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(５) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 9,326,460 ― 3,672,275 ― 3,932,375
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(６) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(７) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

3,076,430
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,249,890
624,989 同上

単元未満株式
普通株式

140
― ―

発行済株式総数 9,326,460 ― ―

総株主の議決権 ― 624,989 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式５株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
佐藤食品工業株式会社

愛知県小牧市堀の内
四丁目154番地

3,076,430 ─ 3,076,43032.98

計 ― 3,076,430 ─ 3,076,43032.98

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,978,651 3,272,744

受取手形及び売掛金 ※1
 1,527,621

※1
 1,355,175

製品 372,889 412,916

仕掛品 345,867 348,846

原材料及び貯蔵品 251,351 255,091

その他 370,384 535,673

貸倒引当金 △300 △270

流動資産合計 5,846,466 6,180,178

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,492,967 2,455,189

機械及び装置（純額） 2,426,581 2,366,050

土地 2,468,073 2,468,073

建設仮勘定 11,852 11,852

その他（純額） 158,463 155,172

有形固定資産合計 7,557,939 7,456,338

無形固定資産 35,066 32,907

投資その他の資産

投資有価証券 1,294,799 1,219,090

破産更生債権等 5,448,540 5,281,250

繰延税金資産 435,298 446,708

その他 121,435 122,643

貸倒引当金 △5,448,540 △5,281,250

投資その他の資産合計 1,851,533 1,788,442

固定資産合計 9,444,539 9,277,689

資産合計 15,291,006 15,457,867

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 450,558

※1
 462,978

短期借入金 ※2
 500,000

※2
 500,000

未払金 100,409 119,911

未払法人税等 13,945 132,244

賞与引当金 118,000 60,804

設備関係支払手形 4,179 692

その他 222,150 206,312

流動負債合計 1,409,243 1,482,942
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

固定負債

役員退職慰労引当金 16,150 17,370

資産除去債務 54,735 54,811

固定負債合計 70,885 72,181

負債合計 1,480,129 1,555,124

純資産の部

株主資本

資本金 3,672,275 3,672,275

資本剰余金 4,444,796 4,444,796

利益剰余金 9,096,896 9,218,100

自己株式 △3,425,774 △3,425,774

株主資本合計 13,788,193 13,909,397

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22,682 △6,653

評価・換算差額等合計 22,682 △6,653

純資産合計 13,810,876 13,902,743

負債純資産合計 15,291,006 15,457,867
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 1,623,084 1,444,765

売上原価 1,162,635 1,068,952

売上総利益 460,448 375,813

販売費及び一般管理費 192,753 184,422

営業利益 267,695 191,390

営業外収益

受取配当金 4,256 19,218

貸倒引当金戻入額 110,651 167,319

その他 1,769 2,759

営業外収益合計 116,677 189,297

営業外費用

支払利息 － 1,291

その他 0 0

営業外費用合計 0 1,291

経常利益 384,372 379,396

特別利益

固定資産売却益 1,036 －

特別利益合計 1,036 －

特別損失

固定資産除却損 948 586

投資有価証券評価損 5,180 36,582

特別損失合計 6,128 37,169

税引前四半期純利益 379,280 342,227

法人税等 110,221 127,273

四半期純利益 269,059 214,954
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　

　
当第１四半期累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

減価償却方法の変更

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第１四半期累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

税金費用の計算

　当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に

は法定実効税率を使用しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　

　 前事業年度

(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間

(平成24年６月30日)

受取手形

支払手形

56,642千円

28,121千円

51,567千円

19,755千円

　

※２　当社は、運転資金の効率的な調整を行うため取引銀行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント

契約を締結しております。

当第１四半期会計期間末における当座貸越契約及び貸出コミットメントに係る借入金未実行残高

等は次のとおりとなります。

　

　 前事業年度

(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間

(平成24年６月30日)

当座貸越限度額及び貸出コミット
メントの総額

1,300,000千円 1,300,000千円

借入実行残高 500,000千円 500,000千円

差引額 800,000千円 800,000千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　　

　

　

前第１四半期累計期間

（自  平成23年４月１日

    至  平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間

（自  平成24年４月１日

    至  平成24年６月30日）

減価償却費 118,368千円 109,817千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 139,896 15.00平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 93,750 15.00平成24年３月31日平成24年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、食品加工事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 28円85銭 34円39銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 269,059 214,954

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 269,059 214,954

普通株式の期中平均株式数(株) 9,326,405 6,250,025

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

重要な訴訟事件等

①当社元取締役に対する損害賠償請求訴訟
　

当社は、平成21年11月11日、当社元取締役６名に対し、これらの者による過去の資産運用等について、取

締役としての任務懈怠（善管注意義務違反、忠実義務違反）等があったことを理由に、これにより当社が

被った損害（57億5,013万7,260円）の一部（11億円（被告２名についてはその内の３億円）およびこれ

に対する訴状送達日の翌日から年５分の割合による遅延損害金）について、損害賠償請求訴訟を名古屋

地方裁判所に提起しました。本件訴訟につきましては、平成23年11月14日、名古屋地方裁判所からの和解

勧告に従い、被告６名のうち２名について和解により解決しております。その後、平成23年11月24日、名古

屋地方裁判所は、和解勧告に応じなかった被告4名（菊池渡、山村友幸、西郷義美および鈴木昌也）のう

ち、菊池渡および山村友幸に対しては、当社の請求どおり、３億円および遅延損害金の支払いを命じ、その

余の当社の請求は棄却する旨の判決を言い渡しました。当社としましては、当該判決のうち当社の請求が

認められなかった部分を不服として、平成23年12月12日、西郷義美および鈴木昌也を被控訴人として、名

古屋高等裁判所に控訴を提起し、現在、同裁判所において第二審の審理が係属しております。

　

②株式会社ＭＡＧねっとホールディングス（当時の商号は、株式会社ＭＡＧねっと。以下、「ＭＡＧねっ

と」といいます。）および株式会社ＡＳＡ（当時の商号は、株式会社ＫＥホールディングス。以下「Ａ

ＳＡ」といいます。）に対する保証債務履行請求訴訟
　

当社は、平成21年１月16日、株式会社ＳＦＣＧ（以下、「ＳＦＣＧ」といいます。）が発行したコマー

シャル・ペーパー（額面金額15億円。以下、「本ＣＰ」といいます。）を引き受けた際、同日付けでＭＡＧ

ねっとおよびＡＳＡから本ＣＰに係る償還債務全額について保証を受けておりました。その後、ＳＦＣＧ

が平成21年２月23日、東京地方裁判所民事20部に対し民事再生手続開始を申立てたことにより、本ＣＰに

係る償還債務全額についてＳＦＣＧが期限の利益を喪失した結果、当社は、保証人であるＭＡＧねっとお

よびＡＳＡに対し、平成21年２月26日、本ＣＰに係る15億円の保証債務履行請求訴訟を東京地方裁判所に

提起しました。本件訴訟につきましては、平成22年４月30日、東京地方裁判所民事第45部より、原告（当

社）の被告ら（ＭＡＧねっとおよびＡＳＡ）に対する総額15億円および遅延損害金の請求権の存在を認

める旨の判決が言い渡されました。その後、被告らが東京高等裁判所に控訴しましたが、平成22年10月28

日、東京高等裁判所第４民事部より、被告らが原告（当社）に対して、連帯して15億円および遅延損害金

を支払うよう命じる判決が言い渡されております。なお、判決に基づく回収の見通しは不確定であること

から、詳細が決まり次第、適時開示いたします。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

佐藤食品工業株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙    橋    浩    彦    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    水    野       大       印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている佐藤
食品工業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第59期事業年度の第１四半期会計期間

(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年６
月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、佐藤食品工業株式会社の平成24年６月30日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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